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1．はじめに
　大学における第 2外国語（あるいは初修外国語）としてのスペイン語教育
は、一般的に、1回 90分・週 2回（あるいは 2コマ）・年間 30週（うち 2週は
定期試験）の授業を通じておこなわれ、2年間で卒業要件を満たす言語能力
が習得されるよう設計されている。2年間の各階程は、例えば筆者の本務校
である津田塾大学の場合、まず 1年次に文法事項の学習を中心とした「文法」
クラスと会話や作文などの表現演習をおこなう「演習」クラス、続く 2年次に
テクストの読解を指導する「講読」クラスと 1年次より高度な表現演習をおこ
なう「演習」クラスの 4クラスによって構成されているが、他の大学において
も、呼称の違いはあるものの、第 2外国語としてのスペイン語は概ね同じよ
うなデザインのもとに教授されている。そして、スペイン語学の研究者を中
心に、教授法の改良が試みられ様々な提案がなされているが、しかし、その
多くは特に 1年次における文法・作文・会話をめぐってのものであり、講読
クラスについては、二年次におけるスペイン語教育の半分を担っているにも
かかわらず、その位置づけに見あった議論がなされてきたとは言い難い。
　また、講読クラスにおける教授法としては、いわゆる文法訳読方式が広く
採用されているようだが、外国語を日本語に翻訳する作業を授業の中核とす
るこの教授法については、学習言語をスペイン語に限っても、小川（2004）
などを例外として、乾（1989）、山口（1996）、上田（2000）、江澤（2000）など、
その問題点を指摘する声が少なくない。ところが、具体的な改善策や代替案
となると、日本語やスペイン語でテクストの内容を質問して学習者の理解
を確認する「問答法」と西西辞典を利用することにより速読と多読の訓練を
試みた江澤（2000）や、そのための教材をヨーロッパ言語共通参照枠が提示
第 2外国語としてのスペイン語教育における講読クラス：
ペアワークと復習を中心にした授業プラン
中 井　博 康
217299_津田塾紀要_no46-4校0305.indb   143 2014/03/05   19:58:08
144
する共通参照レベルに照らして考察した江澤（2007）、マルチメディア教室
を利用したり、キーワードを空欄にしたスクリプトと音声教材を用いたディ
クテーションを導入することで訳読方式の活性化を試みる泉水（2002；2005）
らの例がわずかにみられるばかりである。
　しかし、江澤の場合、その目的は「限られた時間の中で辞書を参照するこ
となく、文脈や情況、もしくはスペイン語圏の社会文化的な既知知識を動
員して文の大意を把握する能力をやしなう」（2007: 135）ことであり、受講者
に西西辞典の購入を義務づけて授業中の西和辞典の使用を禁じる（2000: 106-
107）など、大学でスペイン語を専攻する 3年次・4年次の学生を対象とした
ものであって、第二外国語としてスペイン語を履修している学生を対象とし
た講読クラスに、そのまま適用できるものではない。また、泉水（2005）のディ
クテーション方式も、パソコンを使って音声教材（NHK World Radio Japanの
スペイン語ニュース）を加工して再生速度を遅くしたり、加工した音声教材
を記録媒体にコピーして学生に配布したり、パワーポイントなどのプレゼン
テーションソフトを使って構文や文法を説明するなど、電子機器に大きく依
存しており、誰にでも容易に実行できるものではない。実際、日本の大学に
おけるスペイン語教育は、スペイン語学の研究者によってのみおこなわれて
いるのではなく、特に講読クラスについては、必ずしも語学を専門としない
他分野の数多くの地域研究者らによって担われている。このような事情に照
らすならば、誰にでも容易に実践可能な授業デザインを考える必要があるだ
ろう。
　さらに、福嶌（2003: 4-5）によれば、第二外国語としてスペイン語を学ぶ受
講者の総数は、スペイン語専攻の学生を遥かに上回り、その履修者の数も増
加の傾向にある。この傾向は津田塾大学についても例外ではなく、2013年
度には入学者の約 33%がスペイン語を選択しており、第二外国語の中でもっ
とも履修者の多い言語となっている。
　そこで本稿では、第二外国語としてのスペイン語教育において、いわゆる
「講読」や「スペイン語中級」と呼ばれているクラスが、どのような条件のも
とに行われ、また何を求められているのかを確認した上で、訳読方式以外の
具体的な授業モデルの一例を提案することにしたい。
217299_津田塾紀要_no46-4校0305.indb   144 2014/03/05   19:58:08
第 2外国語としてのスペイン語教育における講読クラス：ペアワークと復習を中心にした授業プラン　　　145
2．講読クラスの前提
2．1．訳読方式の問題点
　前節でも触れたように、講読の授業で一般的に採用されている教授法は文
法訳読方式と呼ばれるものである。しかし、この教授法については、その有
効性を支持する意見もあるとはいえ1、話を大学での第二外国語教育レベル
に限れば、その問題点を指摘する例は枚挙にいとまがない。以下、訳読方
式で学習したり教授したことのあるものなら誰しも経験したであろう問題点
を、簡単に確認しておこう。
　まず予習については、テクストの中から未知の語などの「意味」を辞書で
調べてメモするか、あるいは知人のメモを書き写す程度のものでしかなされ
ていないのが実情である。第二外国語の場合、語彙が絶対的に不足している
ことは否めず、講読クラスで使用されるテクストですら数語ごとに未知の語
が出現することになる。まともに辞書をひきながら解読を試みようものなら、
数行解読するうちに数時間が過ぎてしまう。他の授業の予習・復習や課外活
動に忙しい多くの大学生が、上のような最低限の「予習」で授業にのぞむの
も無理はない。
　授業では、語の「意味」をつなぐことによる「直訳」が試みられ、その訳文
が教員によって訂正され、教員の「意訳」が書きとめられる。授業時間の大
半はこの日本語を訂正する作業に費やされ、質問といってもその多くは「も
う一度訳を言ってください」といった要求であり、授業は単調となり、結果
として居眠りや、他の授業の予習など受講中の授業に関係のない活動を行う
「内職」が多くなる。また、発音の指導がなされることは少なく、学生の多
くはスペイン語の授業であるのに一度もスペイン語を発音することなく授業
を終え、学生による不正確な発音のスペイン語が年間を通じて一番よく聞い
たスペイン語となる。白井（2004: 95-97）は、第二言語習得研究の結果として、
「外国語のメッセージを理解する、すなわちインプットの理解が、言語習得
を進めるうえで非常に重要」であり「インプットによって第二言語の音声、
語彙、文法の自然な習得が進む」ことがわかってきたといい、したがって「日
本語に訳して、その日本語を読んで意味をとる、というのは、自然な言語習
得に必要な『インプットを理解する』という機会を学習者から奪っている」の
だと指摘しているが、多くの学生は日本語に訳す作業すらまともにおこなっ
ているとは言いがたい情況なのである。
　復習については、実際のところほとんどなされてはいない。復習が行われ
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るとすれば、ようやく試験前になってからのことであり、その復習の方法も、
日本語訳を覚えるというものが一般的である。なぜなら、訳読方式の授業に
おける評価方法が、主に西文和訳によって行われているからである。つまり、
スペイン語の運用力がどのくらい習得されたかをはかる試験が、実質的には
日本語の文章がどれだけ覚えられたかをはかる試験になってしまっているの
である。また、暗記といっても全文を一言一句違わずに覚える必要はなく、
テクストの大意をつかんでおきさえすれば、キーワードをヒントに全文を復
元するのはそれほど困難ではない。しかも、日本語の母語話者であってみれ
ば、テクスト（のスペイン語）を理解しているか否かにかかわらず、それな
りに筋の通った「訳文」を産出し、その日本語の体裁を整えることすら可能
である。
　また、定期試験で西文和訳を出題・採点したことのある者なら誰もが経
験することだが、日本語訳の採点は、文章のねじれや漢字の間違いといっ
た、日本語としての出来具合を評価する作業でもある。この点について江
澤（2000: 101）は「評価が非常に恣意的なものになるおそれがある」と言うが、
むしろここで問題なのは、恣意性というよりも、訳文の日本語の文法や語彙
や文体といったスペイン語能力以外のものが、スペイン語能力として評価の
対象にされているという点であろう。つまり、訳読方式においては、スペイ
ン語のテクストの内容を説明したり、学習者がどの程度テクストを理解をし
ているかを確認するための便宜として、あくまでメタ言語として利用されて
いるに過ぎない日本語を、学習者に和訳を求める結果、学習言語であるスペ
イン語よりも前景化させてしまっているのである。
　したがって、講読クラスを見直そうとするならば、授業だけでなく試験も
また、スペイン語の能力自体を問うようなものに、スペイン語を解答させた
りスペイン語で解答させたりするものにしなければならないだろう2。しか
し、試験の方法を検討する前提として、受講する学生の習熟度がどの程度の
ものなのか、講読クラスには何が求められており、また、何が教えられるべ
きなのかを確認しておく必要があるだろう。
2．2．受講者の習熟度
　第 2外国語としてスペイン語を 1年間学習し、2年次に講読あるいはスペ
イン語中級のクラスを受講する学生は、建て前としては、スペイン語の基礎
的な文法事項と 1000語前後の語彙を習得済みであることになっている。と
ころが、1年次向けの教科書は、かつてのような記述の詳細なものではなく、
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教授内容がかなり簡略化されたものが主流になってきている。時制を例に挙
げると、たしかに教科書の多くでは、直説法の各時制すなわち現在・完了過
去（点過去）・未完了過去（線過去）・現在完了・過去完了・未来・過去未来と
接続法の現在・現在完了・過去完了および命令法が取り上げられてはいるが、
過去未来や接続法については補足的に触れるにとどまるなど、その扱いには
大きな違いがあり、教科書によっては、直説法の現在と現在完了に限定した
ものまである。
　したがって、泉水（2005）や江澤（2007）が指摘しているように、日本の大
学内では「中級」レベルの扱いをされているスペイン語中級クラスや講読ク
ラスも、ヨーロッパ言語共通参照枠などの国際的な基準に照らすならば、初
級レベルの域を出ないことは認めざるをえない。しかも、その初級レベルに
あたるA1（入門）やA2（初級）ですら「第二外国語で週に多くて 2時間（場合
によっては 1時間のみ）しかスペイン語の授業を履修しない受講生にとって
はまだまだ高めの目標（江澤 2007: 137）」なのだ 3。
　また、教授内容が簡略化される一方、授業ではスペイン語の文法的な解説
だけでなく、タスクなどの活動や文化の紹介などにも時間が割かれるため、
必要不可欠な文法事項をさらに取捨選択して指導せざるをえない。例えば、
筆者の場合、未来や過去未来よりも接続法現在や命令法を重視しているため、
授業では未来と過去未来については、説明すらしていない。しかし、そこま
で絞り込み多様な活動を通じて教授された学習事項ですら、定期試験が終わ
り、2ヶ月程の春休みを経た後には、復習をしたわずかな学生を除いては、
その多くが失われてしまうのである。
　したがって、「講読クラス」や「中級スペイン語」と銘打ってはいるが、文法
事項をかなり初歩的なところまで遡って復習しながらでなければ、学生の習
熟度に見合った授業にはならない、というのが現実である。
2．3．講読クラスの目標
　このように訳読方式の弊害と受講生のスペイン語の習熟度を考慮するなら
ば、2年次における第 2外国語の講読クラスに要求されているものは、辞書
を使いながらのテクストの解読というよりも、スペイン語圏について比較的
容易なスペイン語で書かれたテクストを利用しながら、1年次に学習した文
法事項と語彙を徹底的に復習し確実に定着させる、といったものになるだろ
う。とするならば、2年次における講読クラスにおいては、必ずしも初見の
テクストの量をこなすことを追求する必要はなく、むしろその反対に、構文
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や文法をよく理解したテクストを繰り返し読む方が学習者の習熟度に見あっ
たものといえよう。
　これに関連して、主に高校における英語の授業の改善策として提唱され実
践されている「和訳先渡し授業」という方法は、講読クラスの進め方を考え
る上で参考になる。これは、和訳をあらかじめ配布することにより、授業中
にテクストの理解に費やされる時間を最小限にし、かわりに外国語そのもの
のインプットの量を増やし、さらには表現力の獲得へとつなげようとする教
授法であり（靜 2009: 71-74；金谷 2004）、2年次における講読の授業に求めら
れているものに極めて近いと思われる。
　以上を踏まえて、講読クラスでスペイン語のテクストを読む意義と目的を
規定するならば、それはスペイン語圏についての知識とスペイン語の語彙や
表現を獲得し、少しずつでもスペイン語で論じられるようになるため、とい
うことになる。実際、筆者が担当している講読クラスの目標を日本語による
出力（翻訳）からスペイン語による出力（作文）へと変えてからは、学生の意
識もスペイン語に向けられるようになり、日本語訳を繰り返すのではなく、
テクストのスペイン語について文法的・語法的な質問が多くなされるように
なった。
　また、試験については、若林他（1993）や靜（2002）を参考に、おおよそ次
のような形式で実施している。授業では毎回異なるテーマを扱っているため、
半期で約 12種類ほどのテクストを読むことになるが、そのいずれについて
も日本語訳を求めず、かわりに次のいずれかの出題形式をそれぞれのテクス
トに割り当てることによって、スペイン語の文法や語法についての知識や運
用力を評価している。穴埋め問題や、定義にもっとも適した語をテクストか
ら選ばせる問題、語順整序問題や和文西訳などは、学生にも比較的親しみの
ある問題だが、他にも、明らかに不自然で不要な語を指摘させたり、内容的
におかしな語を訂正させたり、テクストから関係節を抜き出しておいてそれ
を元の位置に戻させたり、テクストの内容に関するスペイン語の質問にスペ
イン語で答えさせるなど、テクストの文脈を利用してスペイン語の総合的な
能力をはかるような問題も出題している。これらの出題形式は、後述する小
テストで少しずつ紹介し、試験に対応するには、テクストの内容を理解する
だけでなく、スペイン語の運用力を身につける必要があることを、普段から
学生に意識させている。
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3．ペアワークの導入
　ところで、訳読方式の問題点として既に言及したことだが、かつて訳読方
式で授業をおこなっていた時に特に気になったのが、居眠りと内職である。
実は、ペアワークをはじめとする協同学習方式については以前から知ってい
たのだが、そして今にして思えば偏見に過ぎないのだが、大学の授業で実施
するにはどこかお遊びのような気がして、導入するのをためらっていた。そ
の後、毎年授業方法の改善に取り組む中で部分的に導入を試みたところ、非
常に大きな手応えを感じたため、靜（2009）などを参考に講読クラスの中核
に位置づけるようになった。
　具体的な方法は次のとおりである。まず、必ず 2人 1組で実施する。3人
以上のグループワークにしないのは、3人以上になると 1人あたりの練習量
が少なくなり、またマンツーマンに比べ緊張感が低下する傾向がみられるか
らである。教員は出席者の数を確認し、必要に応じて学生に席を移動させる。
出席者の総数が奇数の場合は、教員が対応してペアをつくる。なお、パート
ナーと席を固定するやり方もあるようだが、筆者の観察によれば、指定しな
くても回を追うごとにパートナーと席はおおよそ固定化されていくようであ
る。また、教員が機械的にペアをつくると習熟度などの点で大きな差のある
組み合わせができることがあり、学生の学習意欲をかえって減退させるおそ
れもあるため、遅刻した者同士を組み合わせるといった場合以外には、特に
指示していない。なお、2回目以降の授業ではペアワークをスムーズに始め
られるよう、あらかじめペアになって着席するよう学生に指示しておくのが
望ましい。そして、ペアワークをする前にじゃんけんをさせ、まず勝った方
（以下、出題者と表現する）が先に一定時間（普通は 2分程度）口頭で出題し、
負けた方（以下、解答者と表現する）が口頭で返答する。教員は時間を計測し、
一定時間が経過したら、出題者と解答者の役割を交替させ、同じタスクを行
う。ペアワークをおこなう時間は 1分半から 2分が適切で、それ以上やり続
けるよりも、1分半を 2セットやる方がよい。というのも、活動が 2分以上
続くと緊張感が低下しはじめるからである。
　ペアワーク導入による成果としては、何よりもまず居眠りや内職がなく
なったことが挙げられる。実習的というより座学的な性格の強い科目の場合、
授業にペアワークやグループワークを導入するのはなかなか難しいと思われ
るが、講義によっては居眠りや内職のみならず、欠席や「代返」などの不正
行為さえ見逃されがちであるという現実に鑑みれば、少なくとも語学教育に
217299_津田塾紀要_no46-4校0305.indb   149 2014/03/05   19:58:08
150
関する限り、ペアワークなどの協同学習の導入は授業改善の前提ではないか
とすら感じられる。
　実際、学生にとってもペアワーク中心の授業は受講しやすいようである。
筆者はテクストの内容やタスクを見直すために、大学が実施している授業ア
ンケートとは別に、半期ごとに学生に自由筆記方式の授業アンケートを実施
しているが、学生のほぼ全員がこのペアワークによる活動に言及し高く評価
している。その理由は学生により様々だが、主なものとしては「声に出して
練習するので、眠くならない」「集中できた」「主体的に授業に取り組めた」「参
加型なのでとても楽しかった」などがあり、なかには「ペアワークだと授業
を休むわけにはいかなくなるので（パートナーが困るから）一回も休まず出
席できた」というものもあった。いずれにせよ授業における集中力の継続や
主体的に学んでいるという実感などが評価されているようである。
4．授業モデル
4．1．「予習」
　講読クラス改善のためのモデルのひとつである「和訳先渡し授業」では、
授業に先立って和訳を渡すことによって、授業で訳読に費やす時間を極力す
るなくし、できるだけタスクをこなす機会を増やすことによってインプット
の量の増加をめざすことが提案されている。しかし、現実的な問題として、
テクストの内容に関する複数のタスクを準備しなければならない上に、テク
ストの日本語訳までおこなわなければならないとなると、教員の負担が大き
くなりすぎてしまう4。また、訳読式の講読クラスでの大学生の予習と復習
の実情に照らせば、予習と復習の両方を課して復習の効果を半減させるより
も、課外の学習を復習に集中させ、学習内容の定着をはかる方が賢明であろ
う。そこで、テクストの内容については口頭で説明するにとどめ、かわりに
テクストのキーワードや基本表現を選んで対訳のボキャブラリー・リストを
作成し、これをペアワークによって学習させることで、テクスト理解のため
の「予習」としている5。取り上げるスペイン語（の表現）については、必要に
応じて派生語や反対語なども提示し、できるだけ語彙を増やすための工夫を
するとよいだろう。
　教室での活動は、次のようにおこなう。まずペアワークを始める前に、教
師がリストのスペイン語（の表現）について文法や語法などの説明をし、発
音練習をおこなう。その後、出題者はスペイン語（の表現）を読み上げ、解
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答者はそれを日本語に訳す。解答できなければ、すぐにヒントを与えるか答
えを教え、制限時間内にできるだけ量をこなすようにする。出題者にとって
は発音の練習でもあるので、発音が分からなくなったり迷った場合は挙手さ
せて指導にあたるが、挙手があった場合だけでなく、教師はペアワークの間
は教室を巡回して学生を観察し、発音の矯正などをして回る。
　スペイン語（の表現）に慣れたら、出題者は日本語（の表現）を読み上げ、
解答者はそれをスペイン語に訳す。答えられなかったり、つまづいたら、す
ぐにヒントを与えたり正解を教える。一度正答するとそれ以上繰り返して復
習しない学生は必ず 1クラスに何名かいるのだが、そのような学生には、レ
スポンスの早さと再現のなめらかさを追求するよう指導するとよい。
　このような形での「予習」は学生にとっても負担がないためか好評であり、
授業アンケートによると「時間の無駄がない」と感じられるとともに「声に出
して読むと記憶に残りやすい」ことを実感するようである。
4．2．通読と解説
　ボキャブラリー・リストを使ったペアワークによってスペイン語（の表現）
に慣れたところで、テクストの大意を読み取らせる読み方（いわゆるスキミ
ング）の練習として、学生に声を出さずにテクストを通読させる。なお通読
を開始する前には毎回必ず「分からない単語や表現については後で解説する
ので、おおまかな内容を把握しながら、制限時間内に読み切るのを目標にし
て欲しい」といった指示を出し、このタスクの目的とポイントを認識させる。
　通読する時間については、制限時間を示し、ストップウォッチやキッチン
タイマーなどで正確に計測する。テクストの分量にもよるが、教員がゆっく
りと音読して読み終わるのに必要な時間を目安にするとよい。筆者の場合、
ゆっくりと音読して 1分から 2分の分量（語数に換算すると 100語から 200
語程度）を目安にテクストを編集し長さを調整している。時間の制約を設け
ているせいか、あるいはペアワークによって集中力が高まっているせいか、
学生は驚くほど静かに集中してテクストを読む。なお、習熟度が高いなどの
理由でテクストを読むのが速い学生がいる場合には、余った時間で後述する
正誤問題を解答させている。
　制限時間になったら、教師がテクストの解説をおこなう。文法や語法の説
明の他、テクストで取り上げられているテーマやその背景についてもできる
限り解説する。視覚的な情報があった方が説明しやすい、あるいは理解を促
しやすい場合は、画像をテクストやワークシートに貼り付けておくとよい。
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なお、文字ばかりのテクストより、何かしらの画像があった方が学生にはイ
メージがつかみやすいようで、視覚情報をのぞむ声はことのほか多い。テク
ストが数段落に及ぶ場合は、段落ごとに質問の有無を確認し、質問がなけれ
ば音読の練習をする。
　ところで、教師による解説の際には、訳文を一語も漏らさずに書き取る必
要はないことを学生に説明し、よく理解させておく。もっとも、翻訳するこ
と自体が好きな学生に対しては翻訳させてよいし、訳文のチェックを希望す
る学生には授業後に訳文をチェックするのがよいだろう。しかし、そのよう
な学生の数は、筆者の経験では、多くても 1クラスに 1人いるかいないかで
ある。
4．3．選択問題と正誤問題
　テクストの解説が済んだ後におこなう最初のタスクが、選択問題と正誤問
題を使ったペアワークである。設問自体は、テクストの内容に合うよう選択
肢の中から語句を選択するだけの単純なもので、テクストを読まなくても正
答できるような一般常識（例えば、地理や歴史にまつわる質問）も含まれるが、
これはテクストのテーマについてスペイン語で表現できるようになるための
練習のいわば下準備でもあるので、むしろ簡単な選択問題の方がペアワーク
もやりやすいだろう。以下、いくつか例を挙げる。
（1） La isla de Pascua está en el Océano [ Atlántico / Pacífico ].
（2） La Universidad de Salamanca se fundó en el siglo [ III（tres） / XIII（trece） ].
　（1）の「大西洋」か「太平洋」かを選ばせる問題は、ボキャブラリー・リスト
を使った「予習」と同じく反義語や対となる語の習得を目的としたものであ
るが、常識として知っておくべき知識にもなっている。（2）の「3世紀」か「13
世紀」かを選択させる設問は、基本的な情報を確認するものでもあるが、発
音の似た語をペアワークの際にきちんと区別して発音する練習のための準備
である。
　また、テクストによっては、客観的・普遍的な情報が少ないものもあり、
内容そのものを問う選択肢を作成しにくいことがある。そのような場合は、
日本の事情や学生の日常からテクストの内容に対応するものを取り上げ、応
用的な選択問題を作成してもよいだろう。（3）は大学が創立された世紀を、（4）
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は大学が共学か否かを選んで答えるものだが、（4）については語彙を増やす
工夫であるとともに、後述する応用練習のための下準備にもなっている。
（3） Nuestra universidad se fundó en el siglo [ XIX （diecinueve） / XX （veinte） ].
（4） Nuestra universidad es [ femenina / masculina / mixta ].
　答え合わせでは、学生を指名し、フルセンテンスを音読させておこなう。
ここでも学生に和訳を求める必要はなく、教師が解説しながら訳せば十分で
ある。その後、この選択問題を使って正誤問題をおこなうペアワークに移る。
出題者は、選択肢から任意の語を選んでセンテンスを音読する。解答者は、
出題者が音読するのを聞いて、選択肢が正しければ「Sí」と答えてセンテンス
（あるいはキーワード）を復唱し、間違っていれば「No」と答えて間違いを訂
正する。（4）を例にすると、女子大である津田塾大学での授業ならば、次の
ようになる。
（5a） Nuestra universidad es femenina. — Sí, es femenina.
（5b） Nuestra universidad es masculina. — No, no es masculina. Es femenina.
　テクストを見ながらだと簡単すぎるのだが、これを口頭でおこなうとなる
と、2年次の学生でも最初は聞き返すことが多く、「Sí」か「No」を答えるだけ
で精一杯の様子である。
4．4．語の定義 
　第 2外国語教育において悩ましいことのひとつに、語彙の絶対的な不足が
ある。語彙の増強には、いわゆる単語カードを利用した古典的なものをはじ
めとして様々な方法があるが、講読クラスにおいては、靜（2009）などを参
考に、テクストのキーワードを中心に 10語ほど選んでその西西辞典による
定義をワークシートにリスト化し、各定義に相当する語をテクストから選ば
せるというタスクをおこなっている。
　このタスクは、既知の語と未知の語を有機的に関連付けながら、基礎的な
語彙を復習させることを目的としているが、スキャニングしながらテクスト
全体をまんべんなく読み返すことになり、結果としてインプットの量を増や
すことにも役立っている。タスクの制限時間は、テクストの長さやタスクの
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分量にもよるが、5分あたりがいいようである。また、定義を理解するのに
辞書の使用はもちろん、学生同士で相談し合うのもよしとしているが、これ
ははからずも精読の協同学習になっているようである。ちなみに、このタス
クでは定義を解読するために何度も辞書をひくことになるが、それが学生に
は苦ではない様子なのが興味深い。
　スペイン語による定義については、母語話者の小学生向けの西西辞典と成
人の非母語話者向けの西西辞典とを参考にして、適宜長さを調整するのが最
も適切だと思われる。というのも、成人の母語話者向けの辞書になると専門
用語の使用頻度が高くなり、基礎的な語彙の復習や習得というタスクの目的
に必ずしも適ってはいないからである。もっとも、小学生向けの西西辞典に
まったく問題がない訳ではなく、児童にとっての分かりやすい説明が求めら
れているため、定義としては厳密さに欠ける場合も少なくない。基礎的な語
彙による簡明な説明文は、この段階の学習者にはちょうど良い難易度であり、
タスクの目的に十分適ったものといえる。例えば（6）は「norte（北）」という
語の定義だが、1年次に学習する基本語のみによって定義されていることに
注目されたい。
（6） Lugar que está a la izquierda cuando miramos hacia donde sale el Sol.
　答え合わせは、先程と同じく指名して行うが、どの定義について解答する
のかは学生に選ばせている。最初のうちは品詞を無視して解答する学生も少
なくないが、次第に理解し慣れていくようである。ペアワークは、出題者が
定義を読み上げ、読み上げられた定義にあたる語を解答者がテクストを見な
いで解答するという形式で行う。ペアワークの実施時間は 1人あたり 1分半
から 2分が適切である。学生の習熟度によっては、定義から語を当てるだけ
でなく、語を出題してもらって定義を再生するというタスクも可能である。
4．5．発展的な演習
　これまでの練習を踏まえた上で、応用的・発展的なタスクに移る。まず各
自に筆記で解答を準備させ、一定時間後にチェックをおこなう。質問は解答
が限定された客観的な答えを求めるものと、解答が限定されない主観的な答
えを求めるものに大別されるが、後者の場合、ある程度範囲を限定しておか
ないと解答のチェックが難しくなり時間もかかるので、できるだけ日本や自
分自身について答えさせるようなものがよいだろう。解答をチェックしたら、
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これまで同様に交替で質疑応答のペアワークをおこなう。この際、解答者は
カンニングをしてもよいが、必ず顔を上げて解答するよう指示する。以下、
質疑応答の例をいくつか示す。
（7） ¿Cuándo es el Día de los Muertos? — Es el dos de noviembre.
（8） ¿Cuántos habitantes tiene Guatemala? — Tiene unos catorce millones de habitantes.
（9） ¿Has probado algún plato español?
（10） ¿Por qué estudias español?
（7）はメキシコの「死者の日」の日付を、（8）はグアテマラの人口を答えさせる
設問だが、テクストの該当箇所を書き写せば解答できるものである。他方、（9）
ではスペイン料理を食べたことがあるか、（10）ではなぜスペイン語を勉強し
ているのかが問われており、自分なりに解答を準備しなければならない。し
たがって、（9）や（10）については、解答例を示しておいて宿題にし、小テス
トの際に解答させてもよい6。また、宿題にする場合は、できる限り自然な
スペイン語で表現をする工夫として、インターネットの検索サイトでフレー
ズ検索やワイルドカード検索を利用する方法を紹介している7。
4．6．小テスト
　第 2外国語としてのスペイン語学習者の習熟度を考慮するならば、2年次の
講読クラスにおいても 1年次に学習した文法事項を繰り返し復習し知識を定
着させる必要がある。しかし、既にみたように、強制されない限り、学生が
自発的に復習することはまずない。そこで、復習を徹底させるために、翌週
の授業冒頭で小テストをおこない、平常点として成績評価に反映させている。
　具体的な方法は次のとおりである。まず、復習の対象が、日本語訳ではな
くスペイン語のテクストであることを学生に説明する。スペイン語のテクス
トを覚える作業をうながすようなものであれば、小テスト自体は簡単なもの
で構わないと思われる。筆者の場合、空欄を適切な語で補充させる穴埋め問
題、語順をアルファベット順に並べ替えた箇所を下線部で示しそれを適切な
語順に並べ替えさせる語順整列問題、語数を指定した和文西訳問題などを主
に出題している。いずれの形式をとるにせよ、あまり複雑なものにはせず、
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3分程度ででき、簡単に自己採点できるようなものがよいだろう。
　なお、西西辞典による語の定義もきちんと復習させるため、スペイン語に
よる定義を完成させる問題もできるだけ出題するようにしている。下の例の
ように、定義を完成させる設問（11）は、指定語群（12）から選択する方式の
方が、正答がひとつに限定されるため採点しやすく、自由解答方式より好ま
しいと思われる。また、指示語群中の語形は、形容詞については、名詞との
性数一致の練習のために男性単数形にするとよく、動詞については、第二外
国語としてスペイン語を学習している学生の場合、動詞の活用を習得できて
いないことから、不定詞を挙げておいて、文脈に応じて活用させ、不規則活
用の復習の機会とするのがよいだろう。
（11） ALCÁZAR = Especie de [   1   ] que [   2   ] para protegerse [   3   ] un ataque 
      enemigo.
（12） [ castillo    de    servir    por ]
　なお、学生が小テストをしている時間は、教室を見回りながら教材を配布
する時間にあてるとよい。また、小テストの回収は、学生が通読あるいは正
誤問題を解いている時間に見回りをかねて行い、その後の答え合わせの際に
指名するのに利用するとともに、出席のチェックはこの小テストによって行
い、どのくらい復習ができているのかを確認したり、誤答の傾向を分析する
のにも役立てている。小テストの返却は翌週の授業冒頭におこなうが、その
際、復習の出来具合によって学生に声をかけるのはよいインセンティブにな
るようである。
4．7．授業の全体プラン
　ここまでを踏まえて、授業全体の流れを示すと、以下のようになる。
 ・小テスト（小テストの返却と配布；教材の配布）　約 10分
 ・ボキャブラリー・リストによる「予習」　約 20分
 ・テクストの通読と解説および音読　約 20分
 ・選択問題と正誤問題を使ったタスク　約 15分
 ・定義問題を使ったタスク　約 10分
 ・総合的なタスク　約 15分
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5．テクスト
　講読クラスでどのようなテクストを取り上げるかは、なかなか難しい問題
である8。受講者の習熟度という制約がある上に、学生が所属する学部や学
科の性格、教師の専門、受講者の興味など、様々な点を考慮しなければなら
ないからである。本稿で提案している授業プランでは、どのように読ませる
かに重点がおかれているため、どのようなテクストでも実施可能だが、筆者
の経験では、物語文などのフィクションより、論説文や説明文などのノンフィ
クションの方が、設問が作成しやすく扱いやすいと感じている。また、第二
外国語としてのスペイン語教育が、広い意味でスペイン語圏についての基本
的な知識を伝達することをその目的のひとつとしていることを考え合わせる
と、スペイン語圏の社会や文化について比較的容易なスペイン語で書かれた
テクストが、講読クラスにはふさわしいだろう。
　日本で出版されている教科書からいくつか例を挙げれば、Arrieta他
（2012）、Calderón他（1998）、国本他（1992; 1996; 2002）、Miranda Vargas（2006）、
禪野他（2010）など手頃なテクストは少なくない。西川他（2003; 2011）や小林
（1995）などはかなりレベルが高く、スペイン語を専攻する学生にとっても
読み応えがある。他方、受講者の習熟度によっては、初学者用のテキストを
利用することも十分にありうるだろう。ダイアローグなどを利用したタスク
を中心に授業を進めながら、補足的に文法事項も復習でき、CDなどの音声
教材も付属しているからである。西川（2004; 2006; 2008）や東京大学スペイ
ン語部会（2006）などはダイアローグもタスクが作りやすく、1回の授業で 2
課ずつ進めれば、半年で 1年次の学習事項を過不足なく総復習することも可
能である。
　なお、授業の準備という観点からは、必ずしも毎年テクストを変える必要
はないと考えている。ただし、これは決して準備の手を抜くという意味では
なく、うまく扱えなかったテクストは新しいテクストと差し替え、よいテク
ストは継続して採用した方がよいという意味である。タスクの準備には時間
がかかり、時間をかけたとしてもタスクがうまく準備できないこともある以
上、常に最高の教材が用意できるわけではない。また、よく準備された教材
だと思っても翌年タスクを見直したり、修正を加える作業は避けられない。
むしろ内容のすぐれたテクストや良く準備されたタスクは積極的に継続して
利用すべきであり、そうすることにより教材を洗練させていくべきだろう。
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6．おわりに
　以上、第 2外国語としてのスペイン語教育における講読クラスについて、
訳読方式以外にも様々な教授法がもっと検討され導入されるべきとの問題意
識から、英語教育での実践を参考に、具体的な代替案としてペアワークとタ
スクを活用した授業プランを提示した。実際に受講した学生の反応は良く、
授業アンケートでの評価もおおむね高いことから、一定の成果は出ていると
思われる。
　他方、授業中は受講者すべてにスペイン語を勉強させることはできたもの
の、すべての受講生についてスペイン語の習熟度があがったわけではない。
また、スペイン語とスペイン語圏への興味を高めた学生に対し、その学習を
支援する環境もまだ十分に整備されているとはいいがたい。講読クラスに問
題を限定するならば、多読用の教材として、図書館やAVセンターに児童文
学や非母語話者向けの多読用テクストを配架したが、授業にはまだ導入でき
ておらず、課外学習としてもまだ積極的に利用されるにはいたっていない。
授業内で教えられることには限界がある以上、課外での学習をいかに促進し
指導するかが重要になってくるが、これは今後の課題としたい。 
注釈
1
 例えば小川（2004: 155-156）は、誤解を指摘しやすい、理解度を判別しやすい、学生にとってな
じみ深いなどを、訳読の有効性として挙げている。
2
 ちなみに、小川（2004）や泉水（2005）には評価方法が示されていないが、もし試験が西文和訳
を中心とするものだとすると、訳読方式の根本的な問題が解決されていないことになるだろう。
3
 ヨーロッパ言語共通参照枠では、「視覚的な受容的活動（読むこと）」におけるA2のレベルを次
のように説明している。「包括的な読解」では「非常によく用いられる、日常的、もしくは仕事
関連の言葉で書かれた、具体的で身近な事柄なら、短い簡単なテクスト」や「かなりの国際的共
通語彙も含めて、よく使われる語で書かれた、短い簡単なテクスト」が理解できるとし、通信
文は「身近な話題についての日常の手紙やファックス（照会、注文、確認など）の基本的なタイ
プのもの」や「短い個人の手紙」が理解でき、情報や議論については「手紙、パンフレット、新
聞の短い事件記事のような、簡潔なテクストの中から特定の情報を取り出すこと」ができ、説
明書は「簡単な言語で表現されていれば、例えば、安全の規約などの規則」や「日常生活で見る
機器についての簡潔な説明」を理解できるとしている（吉島 2004: 72-74）。
4
 この点で、「理想的な教科書は、最初からすべてが左右対称になっていて、かつ必要な文法解説
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等もすべてついているもの」（靜 2009: 74）という意見には賛同するものの、スペイン語に関し
ては、そのような学習書はNHKのラジオ講座をもとにした初学者向けの入門書や大学書林の
対訳シリーズなど極めて限られており、また必ずしも教師や学生の興味に見合ったものばかり
ではない。
5
 なお、時間に余裕がある場合は、ボキャブラリー・リストのスペイン語の欄を空欄にして字数
を指定しておき、該当するスペイン語（の表現）をテクストから抜き書きさせる「チャンキング」
（靜 2009: 139-145）あるいは「ワードハント（センテンスハント）」（金谷他 2004: 136-138） という
作業を、課外の予習または通読前のウォーミング・アップとしておこなうことも可能である。
6
 例えば、初学者向けの教科書ではあるが、四宮他（2010）では、スペインとメキシコの食生活や
クリスマスを比較しながら紹介するテクストの後、その内容に関するスペイン語の質問が続き、
さらに「日本人の食生活について書きましょう。Ahora escribe sobre la comida japonesa.」や「自分
の小さい頃のお正月やクリスマスの思い出を書きましょう。Ahora escribe sobre tus recuerdos de 
Navidad o de Año Nuevo.」といったタスクが用意されており、設問作成の参考になる。
7
 詳しくは、例えば遠田（2009）などを参照のこと。なお、このような方法は学生にはあまり知ら
れていないようであるが、学生の西作文の能力を底上げするためにも、積極的に活用されるべ
きであろう。
8
 この点について、例えば江澤（2000: 105-106）は「従来の『講読』の授業では、スペイン語を読む
ことによってスペイン語圏への知識と理解を深めるという目的があったので、学生に訳読させ
た後、その文章が書かれた文化背景について時に補足説明をする必要があった。しかし、『読解』
の授業は、ある程度未知の単語が文中に出現しても前後の文脈から意味を類推させ、全体の内
容を把握させるということを学習者に要求する。従って、学習者にはむしろ文章の内容につい
てある程度の予備知識を持っていることが期待される」とし、その結果「日本のいろいろな事柄
についてスペイン語で書かれた文章を読解教材としてとりあげる」ことになったという。しか
し、予備的が必要なテクストであっても、教員によるイントロダクションやペアワークによる
「予習」を通じて予備知識は与えることは可能であり、予備知識の有無をもってテクストの内容
を限定する必要はないと思われる。
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